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主な内容　p2-3稲敷の放射線量と対策、p4あげ餅PR 写真を募集！、
p5保育所・児童クラブ入所案内、p6お笑い演芸会、p7いなしき・
るーむ講座生募集、災害見舞金受付終了、p11ゴミの現状　など

表紙　秋の代名詞である運動会が
市内各地で行われました。（写真：

東中体育祭、関連記事p16）
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稲敷市の放射線量は…
測定結果と対策について
このたびの災害により、放射性物質が広範囲に飛散し、稲敷市もそ
の被害を受けています。
　新聞・テレビなどで頻繁に報道されているこの問題。いったい放
射線とは何か、また、市内の放射線量はどのくらいか確認していき
ましょう。

●震災復興対策本部 事務局：
　稲敷市秘書広聴課 政策審議室（江戸崎庁舎）

　☎ 029-892-2000（内線 2400）

 

放
射
線
と
は

放
射
線
と
は
、放
射
性
物
質（
ウ

ラ
ン
や
セ
シ
ウ
ム
な
ど
）
か
ら
放

出
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と

で
す
。放
射
線
を
出
す
能
力
を

放
射
能
、
放
射
線
を
出
す
も
の

を
放
射
性
物
質
と
言
い
ま
す
。

　
放
射
能
の
強
さ
は
、
時
間
と

と
も
に
弱
く
な
っ
て
い
き
、
放

射
能
の
強
さ
が
半
分
に
な
る
ま

で
の
時
間
を
半
減
期
と
言
い
ま

す
。放
射
性
ヨ
ウ
素
１
３
１
が

約
8
日
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
１

３
４
は
約
２
年
、
セ
シ
ウ
ム
１

３
７
が
約
30
年
で
す
。新
た
な

放
射
能
が
出
て
い
な
い
現
在
、

問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、こ
の

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
で
す
。

　
人
体
に
対
す
る
影
響
と
し
て

は
、
ヨ
ウ
素
が
甲
状
腺
に
蓄
積

さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
セ
シ

ウ
ム
は
筋
肉
中
に
一
時
的
に
溜

ま
り
や
す
い
よ
う
で
す
。成
長

ホ
ル
モ
ン
を
つ
く
る
甲
状
腺
は

細
胞
分
裂
が
多
い
の
に
対
し
、

筋
肉
は
細
胞
分
裂
が
少
な
い
の

で
、
ヨ
ウ
素
よ
り
セ
シ
ウ
ム
の

方
が
人
体
に
与
え
る
影
響
が
少

な
い
と
い
え
ま
す
。

 

稲
敷
市
の
対
応

し
か
し
、
通
常
よ
り
も
多
い
放

射
線
は
決
し
て
歓
迎
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。稲
敷
市

で
は
市
内
の
各
箇
所
を
随
時
測

定
し
、
市
民
の
皆
様
に
お
伝
え

し
て
い
く
と
と
も
に
、
除
染
対

策
な
ど
に
つ
い
て
、
震
災
復
興

対
策
本
部
会
議
を
開
催
し
検
討

し
て
い
ま
す
。

　
10
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
こ

の
会
議
で
は
、
先
に
試
験
的
に

実
施
さ
れ
た
根
本
小
学
校
と
新

利
根
幼
稚
園
の
除
染
作
業
の
結

果
が
良
好
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

市
内
全
域
の
中
学
校
、
小
学
校
、

幼
稚
園
、
保
育
所（
園
）に
つ
い

て
も
、
除
染
作
業
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
国
が
暫
定
的
に
示

し
た
規
制
値
に
よ
る
も
の
で
は

な
く
（
市
内
の
施
設
の
測
定
結
果

は
い
ず
れ
も
基
準
値
以
下
）
市
民

の
方
々
、
特
に
保
護
者
の
方
に

安
心
し
て
い
た
だ
く
為
に
、
市

独
自
の
判
断
で
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。

　
ま
た
、
市
の
農
産
物
に
対
し

て
も
、
県
、
Ｊ
Ａ
稲
敷
が
測
定

を
行
い
、
安
全
基
準
値
を
み
た

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
済
み
で

す
が
、
今
後
は
、
市
独
自
で
食

品
の
放
射
能
測
定
器
を
導
入
し

独
自
検
査
の
体
制
を
作
っ
て
い

き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
私
達
の
ゴ
ミ
の
処

分
場
で
あ
る
江
戸
崎
衛
生
土
木

組
合
環
境
セ
ン
タ
ー
か
ら
排
出

さ
れ
る
焼
却
灰
に
つ
き
ま
し
て

も
、
国
の
暫
定
基
準
値
を
下
回

っ
て
い
る
た
め
（
国
の
暫
定
基

準
：
８
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
kg
以

下
）、通
常
通
り
県
外
の
最
終
処

分
場
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

放射性物質を線香花火に例えてみると

▼放射能：線香花火が火花を出す能力
▼放射線：線香花火の火花
▼半減期：火花の量が半分になるまでの時
間
▼放射能の強さ：火の玉の大きさ（ベクレル）

▼人体への影響：火花が当たったときの熱
さ（線量：シーベルト）

各庁舎駐車場の空気中測定値（抜粋）

単位：マイクロシーベルト／時

測定日 江戸崎庁舎 新利根庁舎 東庁舎 桜川庁舎
10月19日 0.236 0.200 0.187 0.249
10月18日 0.268 0.164 0.172 0.210 
10月17日 0.215 0.232 0.162 0.202 
10月14日 0.223 0.234 0.203 0.297 
10月13日 0.222 0.241 0.186 0.227 
10月12日 0.237 0.249 0.198 0.194 
10月11日 0.241 0.285 0.191 0.142 
10月7日 0.316 0.219 0.105 0.220 
10月6日 0.253 0.196 0.170 0.228 
10月5日 0.241 0.178 0.124 0.244 
10月4日 0.239 0.263 0.215 0.253 
10月3日 0.226 0.242 0.176 0.223 
9月30日 0.255 0.228 0.174 0.227 
9月29日 0.257 0.163 0.184 0.233 
9月28日 0.198 0.244 0.155 0.231

水道水質測定値（稲敷市自主検査）

稲敷市の水道水の放射線濃度は、原子力安全委員会が定め
た基準値を下回っているため、飲料水として「安全」です。
参考：原子力安全委員会が定めた飲食物制限に関する指標値
▶放射性ヨウ素（飲料水）：300Bq（ベクレル）／水１kg
▶放射性セシウム（飲料水） ：200Bq（ベクレル）／水１kg
※表中、「不検出（△. △未満）」については、カッコの中の数字
が検出限界値であり、この限界値未満は「不検出」と表記され
ます。

測定日 放射性ヨウ素 放射性セシウム
セシウム134 セシウム137

9月1日 不検出
（4.3未満） 

不検出
（6.0未満） 

不検出
（4.8未満） 

9月15日 不検出
（5.1未満） 

不検出
（5.5未満） 

不検出
（6.8未満） 

9月28日 不検出
（6.0未満） 

不検出
（5.5未満） 

不検出
（7.6未満） 

10月13日 不検出
（5.7未満）

不検出
（6.3未満）

不検出
（10.3未満）

各中・小学校、幼稚園の測定値（10月17日）

施設名称 場所 高さ 測定値
江戸崎小学校 第２グランド中央 50cm 0.105 
君賀小学校 校庭中央 50cm 0.131 
沼里小学校 校庭中央 50cm 0.239 
鳩崎小学校 校庭中央 50cm 0.200 
高田小学校 校庭中央 50cm 0.127 
根本小学校 校庭中央 50cm 0.129 
柴崎小学校 校庭中央 50cm 0.102 
太田小学校 校庭中央 50cm 0.131 
阿波小学校 校庭中央 50cm 0.176 
浮島小学校 校庭中央 50cm 0.082 
古渡小学校 校庭中央 50cm 0.166 
あずま南小学校 校庭中央 50cm 0.148 
あずま東小学校 校庭中央 50cm 0.109 
新東小学校 校庭中央 50cm 0.094 
あずま北小学校 校庭中央 50cm 0.142 
あずま西小学校 校庭中央 50cm 0.110 
江戸崎中学校 校庭中央 1m 0.215 
新利根中学校 校庭中央 1m 0.196 
桜川中学校 校庭中央 1m 0.124 
東中学校 校庭中央 1m 0.159 
認定こども園えど
さき江戸崎幼稚園 園庭中央 50cm 0.176 
新利根幼稚園 園庭中央 50cm 0.159 
桜川幼稚園 園庭中央 50cm 0.144 
みのり幼稚園 園庭中央 50cm 0.128 
ゆたか幼稚園 園庭中央 50cm 0.138 
江戸崎みどり幼稚園 園庭中央 50cm 0.272 

各保育所（園）、各体育施設の測定値（10月19日）
※江戸崎保育園、新利根つばさ保育園、幸田保育園以外の保育所は
18日に測定

施設名称 測定地 測定高 測定値
江戸崎中央保育園 園庭中央 50cm 0.17  
桜川保育所 園庭中央 50cm 0.25  
江戸崎保育園 園庭中央 50cm 0.07  
新利根つばさ保育園 園庭中央 50cm  0.16  
幸田保育園 園庭中央 50cm 0.17  
子育て支援センター 園庭中央 50cm 0.13  
根本共同利用施設

（根本児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.29  
高田コミュニティセン
ター（高田児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.25  
江戸崎総合運動公園 野球場 50cm 0.219 
江戸崎総合運動公園 多目的グラウンド 50cm 0.300 
沼田野球場 野球場 50cm 0.149 
江戸崎給食センター 脇野球場 50cm 0.157 
新利根総合運動公園 野球場 50cm 0.133 
新利根総合運動公園 多目的グラウンド 50cm 0.224 
桜川総合運動公園 野球場 50cm 0.167 
桜川総合運動公園 多目的グラウンド 50cm 0.311 
浮島運動広場 野球場 50cm 0.139 
東グラウンド 多目的グラウンド 50cm 0.192 
白鷺球場 野球場 50cm 0.183 

■問い合わせ先
●放射線対策全般
稲敷市生活環境課（桜川庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 4402・4405）

●幼稚園、小・中学校に関すること
稲敷市教育総務課（新利根庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 3500）

●保育園に関すること
稲敷市児童福祉課（新利根庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 3402）

●水道水に関すること
稲敷市水道局　
☎ 029-892-4255
●農産物に関すること
稲敷市農政課（東庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 5201）

●各体育施設に関すること
稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 3708）

《参考》
仮に、学校で1日（8時間）、365日校庭に居続けた場合の放射線量（測定値）※1,000マイクロシーベルト＝１ミリシーベルト
　　0.300マイクロシーベルト　×　8時間　×　365日　＝　876マイクロシーベルト　＝　年間0.876ミリシーベルト

※文部科学省では８月に暫定数値を引き下げ、１.0マイクロ
シーベルト／時間としました。

単位：ベクレル／ Kg

単位：マイクロシーベルト／時

単位：マイクロシーベルト／時
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児
童
ク
ラ
ブ
の
入
所
案
内

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
の
入
所
受
付

市
で
は
、
来
年
度
の
児
童
ク
ラ

ブ
へ
の
入
所
希
望
者
を
募
集
し

ま
す
。学
校
か
ら
帰
宅
し
て
も
、

就
労
な
ど
で
家
族
が
い
な
い
家

庭
の
児
童
を
対
象
に
開
設
し
て

い
ま
す
。

※
原
則
、
入
所
児
童
が
10
人
未

満
の
場
合
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

■ 

対
象
児
童

市
内
の
小
学
校
１
～
３
年
生
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る

児
童
。

※
定
員
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
、

４
年
生
以
上
も
受
け
入
れ
ま
す
。

1 

ひ
と
り
親
や
共
働
き
の
家
庭

な
ど
で
、
児
童
が
帰
宅
し
て
も

面
倒
を
見
る
人
が
い
な
い
場
合

2 

家
族
者
が
長
期
間
の
病
気

な
ど
で
保
護
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合

3 

1
と
2
以
外
で
、特
別
に
保

護
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
場
合

所
し
て
い
て
、
保
護
者
の
休
日

が
土
曜
日
で
な
い
児
童

■ 

保
育
料

月
額
３
０
０
０
円（
８
月
は
５
０

０
０
円
）

※
土
曜
日
も
入
所
す
る
場
合
は
、

月
額
１
０
０
０
円
加
算

■ 

申
込
方
法

受
付
期
間

12
月
１
日
（
木
）
～
９
日
（
金
）

の
平
日
／
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時受

付
場
所

入
所
の
ご
案
内
、
申
込
書
類
の

配
布
と
受
け
付
け
は
、
各
庁
舎

総
合
窓
口
課
（
新
利
根
庁
舎
は
児

童
福
祉
課
）で
行
い
ま
す
。

※
第
２
次
募
集
は
１
月
下
旬
、

第
３
次
募
集
は
３
月
上
旬
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

※
12
月
４
日（
日
）は
午
前
８
時

30
分
か
ら
正
午
ま
で
児
童
福
祉

課
の
み
、
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。

※
詳
細
は
、「
入
所
の
ご
案
内
」

を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利
根

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
４
０
２
）

市
内
保
育
所
の
入
所
案
内

　
平
成
24
年
４
月
か
ら
の
入
所
受
付

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利
根

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０
（
内
線
３
４
０
０
・

３
４
０
２
）

市
内
の
各
保
育
所（
園
）へ
の
入

所
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

■ 

申
込
方
法

受
付
期
間

12
月
１
日（
木
）
～
16
日（
金
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時　

※
12
月
10
日（
土
）以
外
の
閉
庁

日
を
除
く

受
付
場
所

各
庁
舎
総
合
窓
口
課
（
新
利
根

庁
舎
は
児
童
福
祉
課
）

※
12
月
10
日（
土
）は
児
童
福
祉

課
で
の
み
、
受
け
付
け
を
行
い

ま
す
。

※
申
込
書
類
な
ど
は
11
月
４
日

（
金
）以
降
、
各
庁
舎
総
合
窓
口

課
に
あ
り
ま
す
。

■ 

入
所
基
準

市
内
在
住
者
で
0
歳
児
か
ら
小

学
校
就
学
前
の
児
童
で
、
保
護

者
や
同
居
の
親
族
な
ど
が
働
い

て
い
る
場
合
。ま
た
、病
気
、出

産
、
病
人
の
看
病
な
ど
で
児
童

の
保
育
が
困
難
な
場
合
に
限
り

ま
す
。

トピックストピックス

保育所（園）名 住所 問合せ 定員
市立江戸崎中央保育園 高田930-1 tel.029-893-0840 200人
市立桜川保育所 古渡297-1 tel.029-894-3703 70人
私立江戸崎保育園 江戸崎乙1258 tel.029-892-2670 120人
私立新利根つばさ保育園 角崎1578-2 tel.0297-87-3600 120人
私立幸田保育園 幸田1349 tel.0299-79-2296 90人

市内保育所一覧 （10月1日現在）

■ 

開
設
日

・
月
～
金
曜
日
＝
学

校
終
了
時
～
午
後
６

時
20
分（
予
定
）

・
学
校
休
業
日（
夏
休

み
、
冬
休
み
、
春
休
み

な
ど
）
＝
午
前
８
時

～
午
後
６
時
20
分

（
予
定
）

・
土
曜
日
＝
午
前
８

時
～
午
後
６
時

※
土
曜
日
は
市
内
１

か
所（
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
）で
開
設
。対
象

は
児
童
ク
ラ
ブ
に
入

名称 場所
江戸崎地区児童クラブ 江戸崎小学校
沼里地区児童クラブ 沼里小学校
高田地区児童クラブ 高田コミュニティセンター
柴崎地区児童クラブ 新利根中学校
根本地区児童クラブ 根本共同利用施設
桜川地区児童クラブ 古渡小学校
あずま東地区児童クラブ あずま東小学校
あずま西地区児童クラブ あずま西小学校
土曜日児童クラブ ふれあいセンター

児童クラブ一覧

「
稲
し
き
の
あ
げ
餅
」
と
稲
敷

市
の
良
さ
を
市
内
外
に
広
く
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し

ま
す
。「
あ
げ
餅
の
郷 

い
な
し

き
」
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
、

あ
げ
餅
が
生
き
て
い
る
稲
敷
市

の
風
景
・
生
活
・
風
物
な
ど
の

写
真
を
募
集
し
ま
す
。皆
さ
ん

の
目
で
稲
敷
市
の
良
さ
を
と
ら

え
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
応
募
は
市
内
外
を

問
わ
ず
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

■
実
施
概
要

▼
募
集
期
限　

12
月
16
日（
金
）

▼
結
果
発
表
と
表
彰
式

平
成
24
年
1
月
上
旬
、
入
賞
者

に
直
接
通
知
す
る
ほ
か
、
広
報

稲
敷
平
成
24
年
２
月
号
お
よ
び

稲
敷
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
発

表
し
ま
す
。

▼
審
査
員

井
上
伸
二
良 

氏
（
茨
城
新
聞
社

編
集
局
写
真
部
）お
よ
び
主
催
者

▼
褒
賞

▼
グ
ラ
ン
プ
リ
：
1
人　

①
賞
状
＋
楯

②
副
賞
３
万
円
相
当
（
協
賛
：

稲
敷
市
観
光
協
会
、Ｊ
Ａ
稲
敷
、稲

敷
市
商
工
会
）

③
第
3
回
稲
敷
市
あ
げ
餅
自
慢

大
会
ポ
ス
タ
ー
写
真
と
し
て
使

用（
名
前
入
り
）

④
第
3
回
稲
敷
市
あ
げ
餅
自
慢

大
会
特
別
審
査
員
と
し
て
招
待

⑤
稲
し
き
の
あ
げ
餅
詰
め
合
わ

せ
セ
ッ
ト

▼
入
賞
：
３
人（
稲
敷
市
賞
、
Ｊ

Ａ
稲
敷
賞
、
稲
敷
市
商
工
会
賞　

各
１
人
）

●
賞
状
＋
副
賞
５
千
円
相
当

▼
佳
作
：
若
干
名

●
賞
状
＋
稲
し
き
の
あ
げ
餅
詰

め
合
わ
せ
セ
ッ
ト

■
写
真
の
テ
ー
マ

「
稲
し
き
の
あ
げ
餅
」
が
生
き

て
い
る
稲
敷
市
内
の
風
景
・
生

活
・
風
物
（
例
：
家
族
団
欒
の
風

景
、田
園
風
景
、祭
り
、行
事
な
ど
）

■
応
募
方
法　

応
募
作
品
の
裏
面
右
下
に
、
必

要
事
項
を
記
入
し
た
応
募
票
を

両
面
テ
ー
プ
で
貼
付
の
上
、
稲

敷
市
役
所
企
画
課
に
郵
送
ま
た

は
持
参

▼
応
募
先

〒
３
０
０
︲
０
５
９
５　
稲
敷

市
江
戸
崎
甲
３
２
７
７
︲
１

稲
敷
市
市
長
公
室
企
画
課
内

「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」係

■
入
選
作
品
の
展
示　

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
（
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
パ
ン
プ
２

階
）
で
の
展
示
の
他
、
第
3
回

稲
敷
市
あ
げ
餅
自
慢
大
会
な
ど

で
、
イ
ベ
ン
ト
時
に
も
展
示
し

ま
す
。

■
応
募
要
項

▼
応
募
作
品
は
フ
ィ
ル
ム
、
デ

ジ
タ
ル
を
問
い
ま
せ
ん
。

▼
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。

▼
サ
イ
ズ
は
２
Ｌ
～
6
つ
切
サ

イ
ズ
と
し
ま
す
。（
Ａ
４
可
）

▼
応
募
作
品
は
一
人
５
点
ま
で

と
し
、
入
選
作
品
は
フ
ィ
ル
ム

や
デ
ー
タ
を
合
わ
せ
て
提
出
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
入
賞
は
一
人
一
賞
と
し
ま
す
。

▼
応
募
票
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
応
募
作
品
の
裏
面
右
下
に

両
面
テ
ー
プ
で
貼
付
し
て
く
だ

さ
い
。（
コ
ピ
ー
可
）

▼
応
募
後
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
辞

退
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
被
写
体
と
し
て
人
物
が
入
っ

「あげ餅の郷いなしき」を写真でイメージしてみません
か。稲敷市内の写真であればジャンルは問いません。
　これぞ！という写真をぜひご応募ください。たくさ
んの作品をお待ちしています。

●稲敷市企画課企画係（江戸崎庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 2605）

URL　http://www.city.inashiki.lg.jp/

あげ餅を写真でPR！
いいな稲敷「あげ餅の郷 いなしき」フォトコンテスト

て
い
る
場
合
に
は
、
必
ず
本
人

の
了
承
を
得
た
上
で
ご
応
募
願

い
ま
す
。

▼
応
募
要
項
に
違
反
し
た
場
合

は
入
賞
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

▼
応
募
作
品
の
著
作
権
は
稲
敷

市
に
帰
属
し
ま
す
。

▼
応
募
作
品
は
主
に
次
の
目
的

で
使
用
し
ま
す
。グ
ラ
ン
プ
リ

作
品
は
第
３
回
稲
敷
市
あ
げ
餅

自
慢
大
会
ポ
ス
タ
ー
写
真
と
し

て
使
用
。応
募
作
品
発
表
展
示

会
、
広
報
紙
な
ど
稲
敷
市
が
出

版
す
る
出
版
物
へ
の
使
用
。

▼
応
募
作
品
の
返
却
は
い
た
し

ま
せ
ん
。

いいな稲敷 “あげ餅の郷 いなしき”
フォトコンテスト応募票

写真題名

氏　　名

住　　所
電　　話
携帯電話

撮影場所
日時

年
齢 男 女

歳

ふりがな

〒
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第
３
号
被
保
険
者
の
皆
様
へ

　

も
し
も
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
…

■ 

配
偶
者
が
会
社
を
退
職

→
第
１
号
被
保
険
者
へ
変
更

配
偶
者
が
会
社
を
退
職
し
た
ら
、

第
１
号
被
保
険
者
の
加
入
手
続

き
が
必
要
で
す
。

▽
手
続
き
必
要
書
類
：
年
金
手

帳
、
認
印
、
厚
生
年
金
喪
失
証

明
書
（
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

票
、退
職
辞
令
な
ど
）

■ 

配
偶
者
が
65
歳
に
な
っ

た→
第
１
号
被
保
険
者
へ
変
更

配
偶
者
が
厚
生
年
金
（
共
済
組

合
）
に
加
入
し
て
い
て
も
、
そ

の
配
偶
者
が
65
歳
に
な
っ
た
場

合
は
第
３
号
被
保
険
者
の
資
格

を
失
い
ま
す
の
で
、
第
１
号
被

保
険
者
の
加
入
手
続
き
が
必
要

で
す
。

▽
手
続
き
必
要
書
類
：
年
金
手

帳
、認
印

■ 

配
偶
者
と
離
婚

→
第
１
号
被
保
険
者
へ
変
更

離
婚
し
た
翌
日
か
ら
手
続
き
が

必
要
で
す
。

▽
手
続
き
必
要
書
類
：
年
金
手

帳
、
認
印
、
被
扶
養
配
偶
者
で

な
く
な
る
日
を
確
認
で
き
る
書

類
（
厚
生
年
金
保
険
資
格
喪
失
連

絡
票
な
ど
）

■ 

配
偶
者
が
死
亡

→
第
１
号
被
保
険
者
へ
変
更

配
偶
者
が
亡
く
な
り
ま
し
た
ら

手
続
き
が
必
要
で
す
。

▽
手
続
き
必
要
書
類
：
年
金
手

帳
、認
印

■ 
就
職
し
て
会
社
員
（
公
務

員
）
と
な
り
厚
生
年
金
保
険

（
共
済
組
合
）に
加
入

→
第
２
号
被
保
険
者
へ
変
更

厚
生
年
金
保
険
（
共
済
組
合
）
に

加
入
す
る
と
自
動
的
に
第
２
号

被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。手
続

き
は
勤
め
先
が
年
金
事
務
所
に

届
出
を
行
い
ま
す
の
で
、
本
人

に
よ
る
手
続
き
は
不
要
で
す
。

会
社
に
は
年
金
手
帳
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■ 

配
偶
者
が
転
職

→
種
別
は
変
わ
り
ま
せ
ん

た
だ
し
、配
偶
者
が
会
社
員（
厚

生
年
金
保
険
）
か
ら
公
務
員
（
共

済
組
合
）、ま
た
は
公
務
員（
共
済

組
合
）か
ら
会
社
員（
厚
生
年
金
）

に
変
わ
っ
た
場
合
は
、
配
偶
者

の
勤
め
先
で
第
３
号
被
保
険
者

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
会
社
を
退
職
し
た
翌

日
か
ら
配
偶
者
で
あ
る
会
社
員

の
健
康
保
険
で
被
扶
養
者
と
な

っ
た
日
ま
で
に
間
が
あ
る
場
合
、

そ
の
間
は
第
１
号
被
保
険
者
と

な
り
ま
す
の
で
加
入
の
手
続
き

笹本石材（株）創業　　 周年
お陰様で

東　店
稲敷市西代 1202

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0299-78-3301

鹿嶋本店
鹿嶋市宮中 1-10-10

年中無休

営業時間：9：00～18：00

tel.0299-82-1548

佐原店
香取市佐原ホ 335-3

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0478-55-1401

さらに 100 年先の安心を提供させて頂きます 国道５１号線

至 竜ケ崎

至 

佐
原

至 

潮
来
市

● 調法寺 様

● 
ガソリンスタンド 様国

道
１
２
５
号
線

東店
水郷大橋

お見積もり・ご相談無料です。
一度ご来店お待ちしております。

・安心の30年保証
・当社特許製品
・最新の建墓、霊園情報〔　　　　　　　  〕

建墓・氏神様・石商品・庭物・門塀

が
必
要
で
す
。年
金
手
帳
、
認

印
、厚
生
年
金
喪
失
証
明
書（
雇

用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
・
退
職

辞
令
な
ど
）
を
保
険
課
（
桜
川
庁

舎
）ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

・
土
浦
年
金
事
務
所　
☎
０
２

９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

・
稲
敷
市
保
険
課（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
６
１
３
）

お
笑
い
演
芸
会
開
催

　
笑
っ
て
！
遊
ん
で
！
感
じ
て
！
い
な
し
き

今
年
の
お
笑
い
演
芸
会
は
、
３

部
構
成
で
開
催
し
ま
す
。

　
第
１
部
は
カ
ン
カ
ラ
に
よ
る

時
代
劇
コ
ン
ト
、
第
２
部
は
浪

曲
師
の
国
本
は
る
乃 

氏
に
よ

る
浪
曲
、
第
３
部
は
落
語
家
の

三
遊
亭
圓
窓 

氏
と
有
難
亭
一

門
に
よ
る
落
語
公
演
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
予
約
不
要
、
入
場
無
料
で
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
12
月
３
日（
土
）　
午

後
１
時
～
４
時（
開
場
：
午
後
０

時
30
分
～
）　
▽
会
場
：
江
戸
崎

公
民
館　
▽
定
員
：
先
着
６
０

０
人

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
企
画
課（
江
戸
崎
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
２
６
０
４
）

トピックストピックス

「
い
な
し
き
・
る
ー
む
」講
座
生
募
集

　

皆
さ
ん
で
楽
し
い
講
座
に

い
な
し
き
・
る
ー
む
は
「
自
分

が
こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き
た
技

術
や
知
識
を
他
の
人
に
伝
え
た

い
」
と
思
わ
れ
る
方
が
講
師
と

な
っ
て
開
講
す
る
講
座
で
す
。

　
講
師
と
講
座
生
が
運
営
し
て

い
き
ま
す
。皆
さ
ん
の
参
加
で

楽
し
い
講
座
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間
：
11
月
25
日（
金
）

ま
で　
午
前
８
時
30
～
午
後
５

時（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）　
▽

申
込
方
法
：
生
涯
学
習
課
へ
電

講座名／
講師名

開催場所 開催日時 回数 内容 教材費など対象者 定員
江戸芸かっぽ
れ踊り／
浅野邦子

江戸崎公民館 1/13・20・27、2/4・
10・17・24、3/2・9・
16（金、土曜日）
＊午前10時～正午

10回 かっぽれ踊りは、粋
でいなせな健康的
な踊りです。とても
楽しい男踊りです。

なし
中学生～成人 15人

プリザーブド
フラワー／
木村泰子

江戸崎公民館 1/15・21・29、 2/4・
12・19・25 、3/4・
18・24（土、日曜日）
＊午後2時～ 3時

10回 長期保存のできる
プリザーブドフラ
ワーを使って、楽し
くレッスンしまし
ょう。

1回／
2,000 円 ～
2,500円

（花器代など）小学生～成人 20人

天野式幼児リ
トミック／
池田広子

新利根公民館 ①1/13、2/10・24、
3/9・23（金曜日）
＊午前10時30分～
11時30分
②1/20、2/3・17、
3/2・16（金曜日）
＊午後3時30分～ 5時

①5回
②5回 リズムゆうぎなど

歌ったり踊ったり、
楽しい時間を共に
過ごしましょう。

1回／
200円（おや
つ、コピー代
など）

① 0 、1 、2
歳児親子
② 3 、4 、5
歳児

①10組
②各年齢
10人ずつ

健康リズム踊
り／
舞島正之輔

あずま生涯学
習センター 1/11・24 、2/7・

14・21・28 、3/6・
13・21・27（火、水曜日）
＊午後7時～ 9時

10回 歌謡曲のリズムに
合わせて体を動か
し、楽しみながら健
康づくりをしてみ
ませんか。

１本1,000円
（希望者のみ
カセット代）小学生～成人 20人

り
災
証
明
は
、
被
災
者
再
建
支

援
制
度
、
税
の
減
免
な
ど
の
申

請
で
必
要
な
場
合
、
随
時
受
付

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
災
害
見
舞
金
の
申
請

に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
通
り

期
限
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。詳
細
は
生
活
環

境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■ 

申
請
期
限

11
月
30
日（
水
）ま
で

■ 

対
象

東
日
本
大
震
災
発
生
時
、
住
民

登
録
が
あ
り
、住
家
に
全
壊
・
大

規
模
半
壊
・
半
壊
・一
部
破
損
の

被
害
が
あ
っ
た
世
帯
主
の
方

■ 

申
請
に
必
要
な
も
の

・
稲
敷
市
災
害
見
舞
金
等
支
給

申
請
書

・
り
災
証
明
書（「
見
舞
金
等
支
給

申
請
書
」
を
総
合
窓
口
課
へ
提
出

の
場
合
）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
生
活
環
境
課
消
防
交
通

係
（
桜
川
庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４

４
０
３
・
４
４
０
４
）

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他
：
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。申
し

込
み
が
少
な
い
講
座
は
開
講
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。な

お
、結
果
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

■ 

申
込
み
・
問
合
せ
先

稲
敷
市
生
涯
学
習
課
（
新
利
根

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
７
０
５
）

り
災
証
明
と
災
害
見
舞
金
の
申
請
期
限

　

災
害
見
舞
金
の
申
請
は
11
月
30
日
で
終
了
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身
体
障
害
者
等
用
駐
車
場
利
用
証
制
度

　

利
用
証
を
交
付
し
ま
す

10
月
よ
り
障
害
者
や
高
齢
者
、

妊
産
婦
な
ど
の
歩
行
困
難
な
方

が
、
駐
車
場
の
障
害
者
ス
ペ
ー

ス
を
利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う

に
、
利
用
証
の
交
付
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
利
用
証
を
持
っ
て

い
な
い
こ
と
に
よ
り
駐
車
場
の

利
用
を
制
限
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

対象者（以下に該当し歩行困難な方）交付窓口・問合せ先
身体障害者手帳
　視覚障害４級以上
　聴覚障害3級以上
　平衡機能障害5級以上
　上肢2級以上
　下肢6級以上
　体幹5級以上
　移動機能6級以上
　内部障害4級以上

社会福祉課（新利根庁舎）
tel.029-892-2000

（内線3200）
療育手帳Ⓐ、A
精神保健福祉手帳1級
難病患者
　一般特定疾患
　小児慢性特定疾患

要介護認定1 ～ 5
高齢福祉課（新利根庁舎）
tel.029-892-2000

（内線3255）

妊産婦
（母子手帳を持っていて妊娠7か月
～産後6か月）

健康増進課
（ふれあいセンター）
tel.0297-87-6111

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

　

沼
田
地
区

総
務
省
統
計
局
で
は
、
11
月
～

平
成
24
年
３
月
に
沼
田
地
区
の

一
部
で「
労
働
力
調
査
」を
行
い

ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
就
業
状
況
を

調
べ
経
済
対
策
や
失
業
対
策
な

ど
に
活
か
す
た
め
の
調
査
で
す
。

　
調
査
の
内
容
を
他
に
漏
ら
す

こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。調
査
員
が
各
世
帯
に
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
調
査
開
始
月
：
11
月　
▽
調

査
地
域
：
沼
田
地
区
の
一
部

■ 

問
合
せ
先

県
企
画
部
統
計
課
人
口
労
働
担

当　
☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
２

６
４
９

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
教
室

　

自
分
の
た
め
、家
族
の
た
め
に
体
操
を

稲
敷
市
で
は
介
護
予
防
の
た
め

の
体
操
「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
県
の
講
習
会
を
受
け
、
県
知

事
の
認
定
を
受
け
た
稲
敷
市
シ

ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士

会
の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
親
切
に
指
導
し
ま
す
。誰
で

も
、
ど
こ
で
も
、
簡
単
に
出
来

て
、
肩
痛
・
膝
痛
・
腰
痛
予
防

や
転
倒
予
防
に
な
り
、
楽
し
く

「
ら
く
」に
継
続
で
き
ま
す
。

　
新
し
く
下
記
の
会
場
が
増
え

ま
し
た
。事
前
申
し
込
み
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
第
２
、
４
木
曜
日　

午
前
10
時
～
11
時
（
都
合
に
よ
り

変
更
の
可
能
性
あ
り
。左
記
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）　
▽
会
場
：

市
役
所
東
分
庁
舎　
第
３
会
議

室　

▽
参
加
費
：
無
料　

▽
持

参
：
水
分
補
給
用
の
飲
み
物

■ 

問
合
せ
先

・
稲
敷
市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
指
導
会（
担
当
：
井
上
）　
☎

０
２
９
９
︲
７
８
︲
３
３
４
６

・
稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
い
こ
い

の
プ
ラ
ザ　
☎
０
２
９
７
︲
６

３
︲
１
０
０
４

トピックストピックス

収
蔵
資
料
展「
く
ら
し
の
道
具
」

　

市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

平
成
に
な
っ
て
20
年
以
上
が
過

ぎ
、
昭
和
の
記
憶
も
遠
い
も
の

と
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。こ

の
何
十
年
か
の
間
で
私
達
の
く

ら
し
は
大
き
な
変
化
を
と
げ
、

今
日
、
そ
ん
な
に
遠
く
な
い
昔

の
も
の
が
急
速
に
失
わ
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
当
館
で
収
蔵
し
て

い
る
昔
の
道
具
を
展
示
し
、「
く

ら
し
の
変
化
を『
も
の
』を
通
し

て
学
習
す
る
機
会
を
」
と
の
思

い
で
企
画
し
ま
し
た
。懐
か
し

さ
や
物
珍
し
さ
を
感
じ
た
り
、

そ
の
使
わ
れ
方
を
考
え
た
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
見
て
い

借
金
の
返
済
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
を

借
金
の
整
理
方
法
に
は
、
主
に

任
意
整
理
や
破
産
、個
人
再
生
、

特
定
調
停
が
あ
り
ま
す
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

解
決
の
た
め
の
お
手
伝
い
を
い

た
し
ま
す
。一
人
ひ
と
り
に
そ

れ
ぞ
れ
返
済
困
難
に
至
っ
た
事

情
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。セ
ン

タ
ー
で
は
お
話
を
伺
い
、
債
務

整
理
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
必
要
な
方
に
は
司
法

書
士
や
弁
護
士
を
紹
介
し
、
予

約
も
取
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。そ

の
際
の
弁
護
士
へ
の
相
談
料
は

無
料
で
す
。な
お
、収
入
の
少
な

い
方
に
は
、
民
事
法
律
扶
助
に

よ
る
弁
護
士
費
用
の
立
替
制
度

も
あ
り
ま
す
。

▽
相
談
日
時
：
月
・
水
・
木
・
金

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）　

午
前
９

時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　
▽

問
合
せ
先
：
稲
敷
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
（
東
庁
舎
内
）　
☎
０

２
９
９
︲
７
８
︲
３
１
１
５

■ 

茨
城
県
多
重
債
務
者
向

け
無
料
法
律
相
談
会

県
で
は
県
内
10
か
所
で
「
多
重

債
務
者
向
け
無
料
法
律
相
談

会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。土
、

日
の
相
談
日
も
あ
り
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
：
11
月
中
旬
～
12
月
４

日
（
日
）　
▽
無
料
相
談
の
問
合

せ
・
申
込
先
：
県
生
活
文
化
課

☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
２
８
２

９

介
護
予
防
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

　

ご
回
答
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
結
果
、
元

気
づ
く
り
高
齢
者
（
介
護
予
防
が

必
要
と
思
わ
れ
る
方
）
１
１
３
２

人
の
方
（
平
成
23
年
９
月
末
現
在
）

に
は
、結
果
票
と
と
も
に
、元
気

づ
く
り
高
齢
者
介
護
予
防
教
室

の
ご
案
内
を
随
時
お
送
り
し
て

い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■ 

元
気
づ
く
り
高
齢
者
介

護
予
防
教
室

・
稲
敷
い
き
い
き
広
場
（
運
動
・

口
腔
機
能
向
上
・
栄
養
改
善
）

・
稲
敷
は
つ
ら
つ
広
場
（
口
腔
機

能
向
上
）

・
稲
敷
も
り
も
り
広
場
（
栄
養
改

善
）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
い
こ
い
の

プ
ラ
ザ　
☎
０
２
９
７
︲
６
３

︲
１
０
０
４

た
だ
く
こ
と
で
、
今
の
私
達
の

く
ら
し
を
見
直
す
こ
と
に
通
じ

れ
ば
幸
い
で
す
。

▽
会
期
：
11
月
１
日
（
火
）
～

12
月
４
日
（
日
）　
※
休
館
日
＝

月
曜
日
・
祝
日
・
11
月
30
日（
水
）

▽
会
場
：
市
立
歴
史
民
俗
資
料

館
２
階　
企
画
展
示
室　
▽
入

場
：
無
料

■ 

問
合
せ
先

市
立
歴
史
民
俗
資
料
館　
☎
０

２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

【営業時間】　午前 9 時 30 分～午後 6 時
【定 休 日】　11 月 8 日（火）
〒300-1412　稲敷市柴崎 9188 番地
TEL.0297-87-7777 

稲 敷 直 売 所
新鮮野菜市場

●おいしい稲敷産新米が入荷しました！
　「コシヒカリ」「ミルキークイーン」
　「とねのめぐみ」「満月もち」
●秋の花祭りセール中！
●「ポイントカードサービス」を開始しました。

頑張れ、茨城！　頑張れ、稲敷！
「ふるさと元気祭りセール」開催中！
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江
戸
崎
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
「
消
し
た
は
ず 

決
め
つ
け
な
い
で 

も
う
一
度
」（
全
国
統
一
防
火
標
語
）

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
暖
房
器
具

な
ど
の
誤
っ
た
取
扱
い
に
よ
る

火
災
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

　
住
宅
火
災
で
は
、
亡
く
な
ら

れ
た
方
の
約
７
割
は
逃
げ
遅
れ

に
よ
る
も
の
で
す
。そ
こ
で
、

死
者
低
減
の
た
め
、
条
例
で
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

お
年
寄
り
や
子
ど
も
、
身
体
の

不
自
由
な
人
達
が
安
全
に
避
難

で
き
る
よ
う
、
ご
家
庭
だ
け
で

な
く
地
域
ぐ
る
み
の
話
合
い
、

防
災
訓
練
が
必
要
で
す
。

■ 

み
ん
な
で
守
る
地
域
の

安
全

市
内
で
は
、
今
年
に
入
り
「
放

火
・
放
火
の
疑
い
」
が
原
因
と

考
え
ら
れ
る
火
災
が
多
発
し
て

お
り
、
安
全
で
安
心
な
生
活
に

対
す
る
大
き
な
脅
威
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

火
災
予
防
対
策
の
基
本
は
、

住
民
一
人
ひ
と
り
が
危
機
意
識

を
持
ち
、
地
域
全
体
で
放
火
さ

れ
な
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

■ 

問
合
せ
先

・
防
火
に
関
す
る
相

談
＝
江
戸
崎
消
防
署

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
１
２
３
８

・
不
審
者
を
見
か
け

た
ら
＝
稲
敷
警
察
署

☎
０
２
９
︲
８
９
３

︲
０
１
１
０

結婚相談  み つ ば 担当：江田

日本仲人連盟加盟
稲敷市光葉 9-127
tel＆fax.0299-79-3855

大きな幸せを！
小さな相談室から

No. チェック事項 ✓
１ 家の周りに紙類などの燃えやすいものを放置していませんか
２ ゴミは回収日の決められた時間に出すようにしていますか
３ 道路に面した車庫や物置には夜間、鍵をかけていますか
４ 空家など管理状況の悪い建物はありませんか
５ 空地などで枯草が立枯れになっている場所はありませんか
６ 工事現場などに燃えやすいものが放置されていませんか
７ 住宅用火災警報器を設置していますか
８ 家庭内に消火器などを設置していますか
９ 消防車が容易に進入できますか
10 地域ぐるみで火災予防対策に取り組んでいますか

安心チェック表 〜あなたの家や地域を点検〜

稲
敷
市
地
域
農
業
再
生
協
議
会

　

８
月
か
ら
名
称
を
改
称

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の

推
進
、
米
の
需
要
調
整
な
ど
の

地
域
農
業
の
振
興
を
目
的
と
す

る
稲
敷
市
地
域
水
田
農
業
推
進

協
議
会
の
総
会
が
８
月
18
日
に

行
わ
れ
、協
議
会
の
名
称
が「
稲

敷
市
地
域
農
業
再
生
協
議
会
」

に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

問
合
せ
先

・
稲
敷
市
農
政
課
（
東
庁
舎
）　

☎
０
２
９
９
︲
７
８
︲
３
３
８

５・
水
田
農
業
対
策
室　
☎
０
２

９
９
︲
７
８
︲
４
６
０
１

東
日
本
大
震
災
義
援
金
の
受
付
延
長

　

日
本
赤
十
字
社

東
日
本
大
震
災
義
援
金
（
日
本

赤
十
字
社
）
の
受
付
期
間
が
平

成
24
年
３
月
31
日
ま
で
延
長
に

な
り
ま
し
た
。

　
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

■ 

茨
城
県
支
部
へ
の
義
援

金（
８
月
31
日
現
在
）

５
億
５
６
３
５
万
５
１
２
３
円

トピックストピックス

平
成
22
年
度　
ご
み
の
現
状

　

江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組
合

■ 

生
ゴ
ミ
の
水
切
り
に
ご

協
力
を

現
在
、
稲
敷
市
と
美
浦
村
を
合

わ
せ
て
年
間
約
１
９
０
０
０
ト

ン
の
燃
え
る
ご
み
が
排
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
内
の
40
％
～
50
％
が
生

ご
み
で
す
。生
ご
み
の
水
分
量

は
約
80
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
年
間
約
７
０
０
０
ト
ン

も
の
水
分
を
燃
や
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
生
ご
み
に
含
ま
れ
る

水
分
が
腐
敗
や
悪
臭
の
原
因
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。生
ご
み
の

水
切
り
な
ど
皆
様
の
身
近
な
協

力
が
、
明
る
く
綺
麗
な
街
づ
く

り
の
第
一
歩
な
の
で
す
。

■ 

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

法
と
は
？

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
の
「
容

器
」
は
商
品
を
入
れ
る
も
の
、

「
包
装
」
は
商
品
を
包
む
も
の

を
言
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
商
品
を
包
ん
で
い

る
紙
類
が
紙
製
容
器
包
装
で
、

商
品
を
包
ん
で
い
る
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
と
な
り
、
い
ず
れ
も
家

庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
大
き
な
資

源
と
し
て
多
く
の
自
治
体
で
資

源
化
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
容
器
包
装
廃
棄
物
」は
、
家
庭

か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
約
60

％
（
容
積
比
）を
占
め
、
再
資
源

化
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
自
治

体
で
は
、
社
会
的
問
題
と
し
て

取
組
み
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

基
本
的
考
え
は
、「
消
費
者
が

分
別
排
出
」し
、「
市
町
村
が
分

別
収
集
」し
、「
事
業
者
が
再
商

品
化
（
リ
サ
イ
ク
ル
）」
す
る
役

割
を
分
担
し
、
効
果
的
な
再
商

品
化
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
目
指

す
も
の
で
す
。当
組
合
も
実
現

に
向
け
前
進
し
始
め
て
い
ま
す
。

※
ご
み
は
収
集
日
当
日
の
午
前

８
時
30
分
ま
で
に
指
定
の
袋
で

出
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

問
合
せ
先

江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組
合　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
８
４

１

ごみ総排出量（平成22年度）

　 19,796トン（864kg ／ 1人あたり）

 可燃ごみの内訳

収集可燃
14,033t

収集不燃
1,009t

ペットボトル
73t

粗大可燃
120t

粗大不燃
107t

持込可燃
4,342t

持込不燃
112t

紙、布類
45.9%

ビニール類
21.8%

木、竹、ワラ
13.6%

厨芥類
10.7%

不燃物
1.8%

その他
6.2％

すべてのごみの内、約93％が可燃ごみで、現在は焼却処理をしています。
可燃ごみの中に含まれる水分は全体の44.6％を占め、処理費用が増加傾
向にあるのが現状です。

寝たきり
ゼロ作戦を
応援します

ただいま
無料体験マッサージ受付中！
お気軽にどうぞ

ご存知ですか？
健康保険で在宅マッサージ
が受けられます！

● 龍ケ崎事業所（オリエンタル治療院）
● 稲敷事業所　 （オリエンタル稲敷）
● 取手事業所　 （オリエンタル取手）

〈茨城県〉

〒301-0041　茨城県龍ケ崎市若柴町 2188-9
tel.0297-65-0985   fax.0297-65-3323  携帯 .090-6548-4321 

オリエンタル有限会社

所属：全国保険鍼灸連合会会員　茨城NPO全国鍼灸マッサージ協会会員
お問合せ、ご相談などお気軽にご連絡ください。

マッサージ師募集

■問い合せ先
稲敷市須賀津1872-6（聖苑香澄内）☎029-840-6133

　
聖苑香澄での お料理とお飲み物は
売店で お取扱いしております。

協同組合 聖苑香澄売店
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徒
を
募
集
し
ま
す
。

▽
受
験
資
格
：
15
歳
以
上
17
歳

未
満
の
男
子
（
平
成
24
年
４
月
１

日
現
在
）　

▽
受
付
：
11
月
１

日（
火
）～
平
成
24
年
１
月
６
日

（
金
）　
※
必
着　
▽
試
験
日
：

第
１
次
試
験
＝
平
成
24
年
１
月

14
日（
土
）

●
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

☎
０
２
９
７
︲
６
４
︲
３
３
５

１
犯
罪
被
害
者
週
間

11
月
25
日（
金
）〜

11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
ま
で

犯
罪
被
害
者
週
間
で
す
。

　
犯
罪
被
害
者
が
被
害
か
ら
立

ち
直
り
、
再
び
平
穏
に
過
ご
せ

る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
周

囲
の
方
々
の
理
解
と
配
慮
、
協

力
が
必
要
で
す
。

　
犯
罪
被
害
者
の
置
か
れ
て
い

る
状
況
や
支
援
の
重
要
性
に
対

す
る
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

●
稲
敷
警
察
署　
☎
０
２
９
︲

８
９
３
︲
０
１
１
０

行
政
書
士

無
料
相
談
会

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

▽
日
時
：
11
月
27
日（
日
）　
午

後
１
時
～
５
時　
▽
会
場
：
江

戸
崎
公
民
館　
▽
相
談
内
容
：

相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、

法
人
設
立
お
よ
び
営
業
許
可
に

関
す
る
こ
と
、
外
国
人
ビ
ザ
・

永
住
・
帰
化
に
関
す
る
こ
と
、

契
約
書
作
成
な
ど

●
茨
城
県
行
政
書
士
会
県
南
支

部　
☎
０
２
９
７
︲
９
５
︲
１

８
７
７

公
開
講
座

茨
城
医
療
セ
ン
タ
ー

感
染
症
を
テ
ー
マ
に
公
開
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

　

申
込
不
要
で
す
。ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

▽
テ
ー
マ
：
「
こ
れ
か
ら
の
季

節
に
流
行
す
る
感
染
症
の
予
防

～
か
ぜ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

何
が
違
う
の
？　
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
は
ど
う
や
っ
て
感
染
す
る

の
？
」　

▽
日
時
：
11
月
19
日

（
土
）　
午
後
２
時
～
３
時　
▽

場
所
：
東
京
医
科
大
学
茨
城
医

療
セ
ン
タ
ー　
医
療
福
祉
・
研

究
セ
ン
タ
ー　
▽
参
加
費
：
無

料●
東
京
医
科
大
学
茨
城
医
療
セ

ン
タ
ー　
☎
０
２
９
︲
８
８
７

︲
１
１
６
１

健
康
教
室

宮
本
病
院

健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
送
迎
サ
ー
ビ
ス
も
行
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
テ
ー
マ
：
脳
卒
中
に
つ
い
て

▽
日
時
：
12
月
８
日（
木
）　
午

後
１
時
～
２
時
30
分　

▽
場

所
：
宮
本
病
院
新
館　
健
康
教

室　
▽
申
込
方
法
：
左
記
へ
電

話
で
申
し
込
む　
▽
参
加
費
：

無
料

●
宮
本
病
院
地
域
医
療
連
携
室

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
２
１
１

４
電
話
帳
を
配
達
・
回
収

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
11
月
中

に
、
新
し
い
電
話
帳
を
各
ご
家

庭
や
事
務
所
に
お
届
け
し
ま
す
。

ま
た
、
不
要
と
な
っ
た
古
い
電

話
帳
は
、
回
収
し
ま
す
の
で
、

配
達
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

●
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ　
☎

０
１
２
０
︲
５
０
６
︲
３
０
９

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

参
加
者
募
集

今
年
も
市
商
工
会
青
年
部
・
市

観
光
協
会
と
の
共
催
イ
ベ
ン
ト

「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
を
開
催

し
ま
す
。稲
敷
市
を
探
検
し「
新

し
い
発
見
」
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
豪
華
賞
品
を
取
り
揃
え
て

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

▽
日
時
：
12
月
10
日（
土
）　
午

前
10
時
～（
受
付
：
午
前
９
時
～
）

※
雨
天
決
行　
▽
集
合
場
所
：

江
戸
崎
総
合
運
動
公
園　
▽
参

加
資
格
：
１
チ
ー
ム
２
人
～
５

人（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▽
参
加
料
：
１
人
３
０
０
円

（
保
険
料
他
）　

▽
定
員
：
２
０

０
人（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

所
定
の
用
紙
（
稲
敷
市
商
工
会
青

年
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://

e-seinenbu.com

）
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
上
、
参
加
料
を

添
え
て
稲
敷
市
商
工
会
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　
※
遠

方
の
方
は
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
の
申
込
も
可（
参
加
料
は
当
日

徴
収
）

▽
申
込
締
切
：
12
月
２
日（
金
）

●
稲
敷
市
商
工
会　
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
６
０
３
／
fax
０

２
９
︲
８
９
２
︲
４
９
６
４

こ
こ
は
ふ
る
さ
と

旅
す
る
ラ
ジ
オ

ラ
ジ
オ
イ
ベ
ン
ト
カ
ー
「
８
０

ち
ゃ
ん
号
」
が
全
国
を
巡
る
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
生
放
送
番
組
「
こ
こ
は

ふ
る
さ
と
旅
す
る
ラ
ジ
オ
」
が

稲
敷
市
に
や
っ
て
き
ま
す
。

　
番
組
内
容
は
、江
戸
崎
で「
笑

い
に
よ
る
町
お
こ
し
」
を
進
め

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
笑
遊
の
郷
」
の
取
組
み
と

「
笑
い
」に
込
め
た
思
い
。

　

番
組
は
公
開
生
放
送
で
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
11
月
30
日（
水
）　
午

後
０
時
30
分
～
55
分
（
ラ
ジ
オ

第
１
・
Ｆ
Ｍ
）　
▽
会
場
：
市
役

所
江
戸
崎
庁
舎　
駐
車
場

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放
送
局　
☎
０

２
９
︲
２
３
２
︲
９
８
８
５

陸
上
自
衛
隊

生
徒
募
集

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

informationくらしと情報

市
長
の
動
向
（
９
月
）

１
日
：
国
保
運
営
協
議
会

（
桜
川
公
民
館
）

３
日
：
東
日
本
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
競
技
選
手
権
大
会
（
江
戸

崎
体
育
館
）
／
ゴ
ー
ル
デ
ン

ゴ
ー
ル
ズ
激
励
会
（
桜
川
総

合
運
動
公
園
）

６
、
８
、
９
日
：
議
会
定
例

会（
東
庁
舎
）

10
日
：
東
中
学
校
体
育
祭

（
東
中
学
校
）

12
日
：
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
銀
座
）

16
日
：
利
根
川
に
係
る
災
害

復
旧
説
明
会（
利
根
町
役
場
）

18
日
：
市
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会（
白
鷺
球
場
）

19
日
：
横
利
根
川
へ
ら
鮒
釣

り
大
会（
東
地
区
）

20
日
：
秋
の
交
通
事
故
防
止

県
民
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
パ

ン
プ
）

22
日
：
老
人
福
祉
施
設
訪
問

（
宝
永
館
・
い
な
し
き
の
郷
）

24
日
：
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

運
動
会
（
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
）
／
ハ
ー
ト
ピ
ア
い

な
し
き
保
護
者
会
親
睦
会

（
ハ
ー
ト
ピ
ア
い
な
し
き
）

25
日
：
東
日
本
大
震
災
救
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

（
江
戸
崎
公
民
館
）

27
日
：
議
会
定
例
会
（
東
庁

舎
）
／
Ｕ
Ｉ
Ａ
２
０
１
１ 

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
学
生
コ
ン
ペ
入

賞
者
表
彰
式（
東
京
国
際
フ
ォ

ー
ラ
ム
）

29
日
：
社
会
福
祉
協
議
会
理

事
会（
社
会
福
祉
協
議
会
）

30
日
：
江
戸
崎
地
方
衛
生
土

木
組
合
臨
時
議
会　
全
員
協

議
会
・
本
会
議（
衛
生
土
木
組

合
）
／
社
会
福
祉
協
議
会
評

議
会（
社
会
福
祉
協
議
会
）

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し

て
掲
載
い
た
し
ま
す

無料結婚相談会

身体障害者のための無料結婚相談・各種相談

ハピネスサポートいなしきでは、無料結婚相談会を開催いたし
ます。気軽にご参加ください。
▽日時：11月26日（土）　午後1時～4時　▽場所：あずま生
涯学習センター　▽対象者：稲敷市・および周辺の独身男女。
年齢不問　▽その他：申し込みは不要です。当日はご自身のス
ナップ写真（L 版、腰から上の上半身、３か月以内に撮影したもの）を
お持ちください。本人の同意があれば、ご両親の相談も受け付
けます。
●稲敷市秘書広聴課広報広聴係（江戸崎庁舎）tel.029-892-
2000（内線2610）

茨城県からの委託・補助を受け、身体に障害のある方々がよき
配偶者に恵まれ幸せな結婚ができるように、無料の結婚相談所
を開設しています。また、就労や生活上の全般の相談を受ける
総合相談所も開設しています。結婚相談は予約制。
▽日時：月～金曜日（祝日、年末年始は除く）午前10時～午後3
時
●（社）茨城県身体障害者福祉協議会tel.029-243-7010

informationくらしと情報

就職関係情報

労務関係無料相談会（電話相談あり）

出張就職無料相談会
▽日時：11月16日（水）、12月21日（水）　※毎月第3水曜
日　午前10時～正午、午後1時～3時　▽場所：稲敷合同庁
舎（2階会議室）

●県南地区就職支援センター tel.029-825-3410

稲敷の企業を元気にするための助成金、労使関係トラブル防止
のための就業規則・賃金・労災・雇用・年金などに関する無料
相談を社会保険労務士がお受けします。
※10月より、電話相談も開始しました。
▽日時：11月22日（火）午前9時30分～正午　江戸崎公民館

（tel.029-892-4110）／ 12月27日（火）午前9時30分～正午
あずま生涯学習センター（tel.0299-79-0042）　▽対象者：市
内企業者および勤務する者
●稲敷市商工観光課（東庁舎）tel.029-892-2000（内線5207）
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11月4日（金） ふれあいセンター 弁護士
11月10日（木） 桜川庁舎
11月17日（木） 江戸崎公民館 弁護士
11月24日（木） 東庁舎
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分～4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。　申込：稲敷市社会福祉協議会
tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます　問：稲敷市
総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します　問：稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-
2000（内線3300）

心配ごと等合同相談

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月～金曜（祝日を除く）／午前9時～午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月～金曜（祝日を除く）／午前9時～午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。予約制。
▽日時：11月16日（水）、30日（水）午前10時～午後4時
▽場所：各公民館、生涯学習センター、など
●稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

教育に関する相談
11月15日（火）　江戸崎庁舎／ 11月16日（水）　東庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付開始
＝11月7日（月）午前8時30分～午後５時15分／定員＝各
会場6人
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談

生活相談

ひきこもり相談

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時～11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線

3300）

心理士・保健師によるひきこもり相談を実施し、ひきこもり
に悩む本人・家族の手助けをします。予約制。
▽日時：毎週火、水、木曜日（第2水曜、第3・4火曜日を除く）　

午後1時～5時　▽場所：竜ケ崎保健所
●竜ケ崎保健所保健指導課tel.0297-62-2367

精神保健相談
こころのリハビリ（精神デイケア）　

▽日時：11月30日（水）午前10時～11時30分　▽場所：
ふれあいセンター　▽申込：予約制
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
▽日時：11月30日（水）午後1時30分～ 3時30分　▽場所：
ふれあいセンター　▽申込：予約制
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線

3200）

11月6日（日） 江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
 なるしま内科医院（阿見町）tel.029-869-4820
11月13日（日） 坂本耳鼻咽喉科医院（戸張）tel.029-892-2627
 まつばらウィメンズクリニック（阿見町）

 tel.029-830-5151
11月20日（日） 角崎クリニック（中山）tel.0297-87-6030
 あべ整形外科（阿見町）tel.029-875-5303
11月23日（水） 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
 しんクリニック（阿見町）tel.029-875-5686
11月27日（日） 矢野整形外科医院（浜新宿）tel.029-892-2127
 かない皮フ科（阿見町）tel.029-888-8188
12月4日（日） 竹尾医院（河内町）tel.0297-86-2436
 しのつか医院（阿見町）tel.029-888-2450
▽診療時間：午前9時～午後4時
※都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医
茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分～11時30分／休日昼間
のみ＝午前9時～午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
医師が医療相談にお答えします。24時間毎日対応
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

陶芸クラブ 毎週火、木曜　午後1時～
囲碁教室 毎週月曜　午後1時～
カラオケ愛好会 毎週火、土曜　午後1時30分～
太極拳教室 11月9日（水）午後1時30分～
生花教室 11月17日（木）午後1時30分～
　　〃 12月1日（木）午後1時30分～
手話愛好会 11月18日（金）午後7時～
絵手紙教室 11月23日（水）午後1時30分～
茶道教室 11月24日（木）午前9時～
料理教室 11月28日（月）午前10時～
●稲敷市地域交流スペース（特別養護老人ホーム「水郷荘」内）

tel.0299-79-2319

稲敷市地域交流スペース

市の人口（常住人口）
総人口：46,061（-35）

世帯数：14,742（7）

※ 10 月 1 日現在。かっ
こ内は前月比

11月の納税
▽納期限：11月30日（水）

・後期高齢者医療保険料：5
期

informationくらしと情報

情報メール配信
市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC 用：市HP から
▽携帯用：http://www.city.inashiki.lg.jp/
　　　　  dir.php?code=444
Twitter での情報発信
アカウント　@inashiki_city
http://twitter.com/inashiki_city
blog での情報発信
http://blog.goo.ne.jp/inashiki-koho

情報配信



で・き・ご・と
9月-10月
市内の様々な行事、出来ごとなどを取り上げます。
●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（内線2610）

1
市
内
の
運
動
会

各
学
校
や
幼
稚
園
な
ど
市
内
各
地
で
体
育
祭
、
運
動
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。今
年
は
例
年
以
上
に
残
暑
が
き
び
し
く
、
練
習

や
大
会
本
番
で
は
適
時
に
休
憩
や
水
分
補
給
を
図
り
な
が
ら
の

実
施
。そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、生
徒
、児
童
の
み
ん
な
が
成
果
を
存

分
に
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

写
真
＝
１
ａ
と
表
紙
＝
東
中（
９
月
10
日
）、
１
ｂ
＝
高
田
小（
９

月
17
日
）、１
ｃ
＝
新
利
根
幼
稚
園（
10
月
８
日
）

2
　

40
年
後
の
い
な
し
き
を
模
索

世
界
建
築
会
議
（
通
称
Ｕ
Ｉ
Ａ
）
東
京
大
会
が
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
有
楽
町
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。世
界
建
築
会
議
は
、１
９
４
８

年
に
ス
イ
ス
で
開
催
さ
れ
て
以
来
、
ほ
ぼ
3
年
に
一
度
、
世
界

の
各
都
市
で
開
か
れ
る
、い
わ
ば
建
築
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

　
こ
の
大
会
の
中
で
、
世
界
の
建
築
な
ど
を
学
ぶ
大
学
生
の
コ

ン
ペ（
提
案
競
技
）の
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
、
我
が「
稲
敷
市
」

が
選
ば
れ
（
他
に
茨
城
県
と
つ
く
ば
市
と
土
浦
市
）、
入
選
さ
れ
た

学
生
へ
稲
敷
市
賞
の
授
与
式
が
９
月
27
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

入
選
作
品
は
斬
新
な
も
の
も
あ
り
、
２
０
５
０
年
の
稲
敷
市
を

夢
の
よ
う
に
描
い
た
も
の
で
し
た
。

3
田
ん
ぼ
で
、お
米
と
レ
ン
コ
ン
づ
く
り

９
月
26
日
、
阿
波
小
の
５
年
生
が
稲
刈
り
を
し
ま
し
た
。田
ん

ぼ
は
、
地
元
の
𠮷
田
忠
さ
ん
よ
り
お
借
り
し
た
約
３
ア
ー
ル
。

５
月
に
子
ど
も
達
が
手
植
え
し
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
稲
刈
り
と
な

り
ま
し
た
。子
ど
も
達
は
丁
寧
に
一
株
一
株
を
鎌
で
刈
り
取
り
、

29
日
に
籾
す
り
を
行
い
ま
し
た
。収
穫
し
た
お
米
は
、
子
ど
も

達
の
話
し
合
い
に
よ
り
、「
自
分
達
で
食
べ
る
」「
被
災
地
な
ど

に
贈
る
」「
販
売
す
る
」こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、売
り
上

げ
金
で
も
ち
米
を
買
っ
て「
餅
つ
き
」を
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
10
月
７
日
、
浮
島
小
で
は
３
年
生
が
、
宮
本
さ
ん（
前

浦
）の
ハ
ス
田
で
、
レ
ン
コ
ン
堀
り
を
し
ま
し
た
。こ
こ
は
５
月

に
種
バ
ス
を
植
え
た
田
ん
ぼ
。親
バ
ス
か
ら
出
て
い
る
茎
を
目

印
に
、「
ど
こ
に
子
バ
ス
、
孫
バ
ス
が
あ
る
か
」を
宮
本
さ
ん
ご

夫
妻
に
教
え
て
も
ら
っ
て
掘
り
ま
し
た
。み
ん
な
は
泥
だ
ら
け

に
な
り
な
が
ら
、
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
は
、こ
の
田
ん
ぼ
の
レ
ン
コ
ン
で
、料
理
を
作
る
予
定
で
す
。

写
真
：
３
ａ
＝
田
植
え（
５
月
25
日
）
／
３
ｂ
＝
稲
刈
り
／
３
ｃ

＝
種
バ
ス
植
え（
５
月
16
日
）
／
３
ｄ
＝
レ
ン
コ
ン
堀
り

4
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
理
科
の
先
生
が

10
月
4
日
、
東
中
学
校
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
理
科
教
育
研
究
会

と
の
授
業
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。交
流
会
で
は
体
育
館
で
、

生
徒
に
よ
る
空
手
と
柔
道
の
実
演
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の

先
生
方
に
披
露
し
ま
し
た
。ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
理
科

教
師
に
よ
る
、
通
訳
を
介
し
て
の
英
語
で
の
授
業
が
、
午
前
中

に
は
１
年
生
を
対
象
に
、
午
後
か
ら
は
２
年
生
を
対
象
に
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。授
業
で
は
、
実
験
を
通
し
て「
重
力
」や

「
原
子
の
働
き
」に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

5
公
共
バ
ス
始
動

市
内
の
バ
ス
路
線
が
新
設
・
拡
充
さ
れ
、10
月
17
日
か
ら
、運
行

を
開
始
し
ま
し
た
。古
渡
小
前
で
は
、
バ
ス
通
学
の
子
ど
も
達

が
、元
気
に
登
校
し
て
き
ま
し
た
。車
内
に
は
、こ
の
ほ
か
に
も

学
生
や
一
般
の
お
客
さ
ん
が
。市
内
バ
ス
路
線
を
守
り
育
て
て

い
く
た
め
に
も
、公
共
交
通
を
ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

6
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

東
日
本
大
震
災
に
対
し
て
、
稲
敷
市 

災
害
復
旧
等
対
策
に
係
る

義
援
金
と
、寄
附
金
そ
れ
に
日
本
赤
十
字
社 

東
日
本（
東
北
関
東
）

大
震
災
義
援
金
を
た
く
さ
ん
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

写
真
：
６
ａ
＝
東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会（
９
月
25
日
）
／
６
ｂ
＝
日
航
ホ
テ
ル（
10
月
３
日
）
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稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680

子育て

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

あそびの広場日程〜11月分〜 つばさ
▽時間：午前10時～11時30分（製作・講座）

※下記日程以外も毎日開設しています。（午前9時～午後4時）

9日（水） 散歩に行こう～光と風の丘公園～
　　　　　　　　　　　　　　　　　（現地集合　どなたでも）

10日 （木） 木の実であそぼう（どなたでも）

15日（火） わらべうたで遊ぼう（どなたでも）　
17日（木） 給食体験（離乳食完了児　要予約　5組）　　
22日（火） 観葉植物を植えよう（要予約　12組）　
24日（木） 赤ちゃん集まれ（首座り～ 1歳）

30日（水） 栄養講座とおやつ作り（要予約　20組）

ひまわり
▽時間：午前10時～11時30分（製作・講座）

9日（火） 散歩に行こう～光と風の丘公園～
　　　　　　　　　　　　　　　　　（現地集合　どなたでも）

11日（金） 木の実であそぼう（どなたでも）

16日（水） 赤ちゃん集まれ（首座り～ 1歳）

18日（金） 給食体験（離乳食完了児　要予約　5組）

22日（火） ソフトダンスでリフレッシュ（どなたでも）

25日（金） 羊毛フエルト講座（要予約　12組）

あいアイ
▽時間：午前10時30分～11時30分 ▽対象：0歳～就園前
▽予約制（すくすくday は予約不要、午前10時～）

※下記日程以外でも、開館時間中（平日の午前9時～午後4時）

は予約なしで自由に遊べます。
8日（火） すくすくday ／桜川公民館
9日（水） すくすくday ／東保健センター
11日（金） ママとあそぼう（ハイハイ～ヨチヨチ）

 ／あいアイ
14日（月） すくすくday ／江戸崎保健センター
15日（火） 新聞紙であそぼう／あいアイ
16日（水） 新聞紙であそぼう／東保健センター
22日（火） ベビーマッサージ（ねんねの赤ちゃん）

 ／あいアイ
24日（木） 新聞紙であそぼう／桜川公民館
25日（金） 誕生会（11月生まれ）／あいアイ
29日（火） お楽しみ会“おいしい秋” ／あいアイ
30日（水） すくすくday ／東保健センター

お楽しみ会“おいしい秋！”を開催
ほっか、ほっかのさつま芋を食べて、
お友達と一緒に秋を満喫！
　手遊びやパネルシアターなどお楽し

あいアイ

つばさ・ひまわり

ります。
▽日時：11月30日（水）　午前10時
～　▽場所：支援センターつばさ　▽
持ち物：エプロン、三角巾、マスク（親

子分）　▽定員：20組　※要予約

栄養講座とおやつ作り
今回は、ヤクルトの栄養士さんをお招
きして、お話しを聞いたり、便秘に効
く体操などを行います。
　親子で楽しく簡単なおやつ作りもあ

みもいっぱいです。
▽日時：11月29日（火）　午前10時
30分～正午　▽場所：子育て支援セ
ンター　あいアイ　▽対象：就園前の
子どもと保護者　▽申込：11月21日

（月）までにあいアイへ　▽定員：50組

△赤ちゃん体操の様子△野菜のスタンプ遊び

広報稲敷 平成23年11月号　1819　広報稲敷 平成23年11月号

　　　健康相談「街の保健室」を開催
稲敷地域医療連絡協議会では、健康相談「街の保健室」を実
施します。
　東京医科大学茨城医療センター看護部看護師による健康
相談です。メタボリックシンドロームとインフルエンザを
テーマとして行いますが、その他健康についての相談も受
け付けます。
　また、血圧測定・体脂肪測定も実施します。血圧測定、体

　　　江戸崎地区健診のお知らせ
予約の必要はありません。特定健康診査を受診する方は、

「健康保険証」と「特定健診受診券」をご持参ください。
　40歳以上の方は、胸部レントゲン検査および大腸がん
検査の対象となります。がん検診は保険種別を問いません。
大腸がん検診を希望する方は、容器を送りますので受診日
10日前までにご連絡ください。
▽受付時間：午前10時～ 11時／午後1時30分～ 2時30分
●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター）

　tel.0297-87-6111

期日 会場
11月8日（火） 君賀コミュニティセンター
11月9日（水） 鳩崎コミュニティセンター
11月10日（木） 江戸崎保健センター
11月15日（火） 沼里コミュニティセンター
11月16日（水） 江戸崎保健センター
11月17日（木） 江戸崎保健センター
11月18日（金） 江戸崎保健センター
11月19日（土） 高田コミュニティセンター

脂肪測定のみでも結構ですのでぜひご参加ください。
※稲敷市健康増進課保健師による予防接種や健診事業につ
いての問い合わせや相談も行います。
▽日時：11月24日（木）　午後1時30分～　▽会場：江戸
崎ショッピングセンターパンプ１階　センターコート
●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター）

　tel.0297-87-6111

行事予定（11月）
3か月児健診
▽東保健センター：11月11日（金）午
後1時～　
1歳6か月児健診
▽東保健センター：11月18日（金）午
後1時～　対象＝平成22年4月1日～
12日生まれ
2歳児歯科健診
▽江戸崎保健センター：11月30日（水）

午後1時～　対象＝平成21年9月9日
～10月3日生まれ
3歳児健診

詳しくは、3月に配布しましたすくす
くカレンダーをご覧ください。
予防接種（予約制、定員有）

■三種混合
▽東保健センター：11月14日（月）

■ポリオ
▽江戸崎保健センター（桜川保健センタ

ーより変更）：11月21日（月）

■BCG
▽江戸崎保健センター：11月28日（月）

▽江戸崎保健センター：11月29日（火）

午後1時～　対象＝平成20年10月
10日～27日生まれ　
離乳食相談（予約制）

▽江戸崎保健センター：11月22日（火）

午前10時～　　
内容＝身体計測・栄養相談・育児相談
※実施日以外にも、ご連絡をいただけ
れば、お近くの保健センターにて相談
できますのでご利用ください。
マタニティースクール
▽江戸崎保健センター：11月7日（月）



生涯学習
 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎） tel.0297-87-3439
  fax.0297-87-5306

 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

新刊図書
「カンタ」石田衣良、「猫は忘れない」東
直己、「狩場（カリヴァ）最悪の航海記」
山口雅也、「金米糖の降るところ」江國
香織、「黒蜜」小池昌代、「無辺世界」銀
色夏生、「安全な妄想」長嶋有、「家康の
子」植松三十里、「機龍警察自爆条項」
月村了衛、「吉原純情ありんす国」長島
槇子、「夢行脚」浮穴みみ、「デッド・リ
ミット」遠藤武文、「ぜんぶの後に残る
もの」川上未映子、「人生教習所」垣根
涼介、「狂饗記」玄月、「これはペンです」
円城塔、「景福宮（キョンボックン）の秘
密コード　上・下」イ ジョンミョン、

「不愉快な本の続編」絲山秋子、「カー
ネーション 上」渡辺あや、「ハロワ！」
久保寺健彦、ほか

描いたアニメーションです。
▽日時：11月26日（土）　午後2時～

（上映時間100分）

□「ルイスと未来泥棒」
ディズニーの長編アニメーション。タ
イムトラベル・ファンタジーです。
▽日時：12月4日（日）　午後２時～（上

映時間95分）

□「レミーのおいしいレストラン」
ネズミのレミーと見習シェフ、リング
イニが夢に向かって素敵な奇跡を巻き
起こします。
▽日時：12月10日（土）、11日（日）

午後2時～（上映時間111分）

■申込
▽申込方法：当日図書館カウンター　
▽定員：70人

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。
▽日時：11月27日（日）　午前10時
30分～

市立図書館

今月の展示
来年の大河ドラマは「平清盛」です。関
連する本を集めてみました。テレビと
あわせてお楽しみください。

インターネット予約を開始
10月より、パソコン・携帯電話などか
ら、インターネット予約・照会ができ
るようになりました。利用するには、
パスワードが必要になります。
▽パスワードを発行できる人：稲敷市
在住、在勤、在学で図書館利用カード
をお持ちの中学生以上の方。　▽パス
ワード発行館：市立図書館、市内公民
館図書室　▽必要な物：図書館利用
カード、身分証（現住所が確認できるもの）

子ども映画会
□「ファインディングニモ」
カクレクマノミの子どもニモの冒険を

新刊図書

「虚像 上・下」高
杉良、「くちぬい」
坂東眞砂子、「こ
いわすれ」畠中恵

（写真左から）

広報稲敷 平成23年11月号　2021　広報稲敷 平成23年11月号

稲敷市民スポーツフェスティバル2011

10 月 9 日に稲敷市
民スポーツフェス
ティバル2011が開
催されました。気持
ち良い秋空のもと、
各競技延べ参加人数
2,291 人 が 汗 を 流
し、スポーツを楽し
みました。

ゴールデンゴールズ応援フェスティバル

第7回稲敷市民ゴルフ大会

日頃の感謝の気持ちを込めて、オープ
ン戦と抽選会など選手との交流会を行
います。ぜひご参加ください。（雨天の

場合は、桜川運動公園体育館で選手との交

10月13日に江戸崎カントリー倶楽部
で市民ゴルフ大会が開催されました。
天気に恵まれ、193人の参加者は秋
の美しい自然の中、和気あいあいとプ
レーを楽しみました。
■結果
女子の部
優勝＝高橋佳代子、準優勝＝本橋久代、

流会のみ）

▽日時：11月26日（土）午前11時～
午後3時30分　▽会場：桜川運動公
園野球場

第3位＝川尻祝子
シニアの部
優勝＝池田猛、準優勝＝遠藤喜丈、第3
位＝水飼 溥
一般の部
優勝＝内藤雅巳、準優勝＝黒田和夫、
第3位＝樫本雅裕

図書カレンダー  11月
市立図書館休館日＝■
 日 月 火 水 木 金 土
   1 2 3 4 5 
 6 7 8 9 10 11 12 
 13 14 15 16 17 18 19
 20 21 22 23 24 25 26
 27 28 29 30
江戸崎図書室
毎 週 月 曜 日、11 月 23 日（ 水 ）、
29日（火）休室
桜川、新利根図書室
毎週月曜日、11月23日（水）休室
■開館（室）時間：午前9時～午後
5時　

●茨城ゴールデンゴールズ稲敷後援会
事務局（稲敷市生涯学習課内・新利根庁舎）

tel.0297-87-3439
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徳
昌
寺
な
ど
の
住
持
を
歴
任

し
た
学
僧
で
、
関
東
の
未
了
・

関
西
の
仙
明
と
あ
が
め
ら
れ
た

方
で
す
。浮
島
清
光
寺
に
は
未

了
が
鉄
眼
版
一
切
経
を
読
破
し

た
時
の
記
録
が
残
っ
て
お
り
、

一
字
一
石
経
を
書
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

稲
敷
地
方
が
、
こ
う
し
た
学

僧
に
よ
っ
て
教
化
さ
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
の
で
す
。散
歩
の
つ

い
で
に
ご
覧
に
な
っ
て
、
往
時

を
し
の
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
０
２

９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

▲昔の教科書

▲閲蔵供養塔（養泉寺）

▲厨子（清光寺）
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広報へのご意見を！　
市民のみなさんのご意
見、ご提案を今後の編
集に反映していきたい
と思います。

霞ヶ浦沿岸に位置する（桜川地区）を管
轄する第３方面隊は、方面隊長を筆頭
に本部員と第45分団から第59分団
で構成されております。
　消防団が使用する車両は、本部が使
用する指令車、消防バイク並びに各分
団が使用する消防ポンプ自動車4台、
小型ポンプ積載車11台が配備され、
災害や訓練時に使用しています。
　1月の新春を飾る稲敷広域消防江戸
崎消防署との合同による消防出初式に
は、第3方面隊も参加します。本年か
ら女性消防団の参加もあって、団活動

におおいに期待しているところであり
ます。
　災害活動では、8月に古渡地区で建
物火災が発生したときに、地域住民の
方々の協力があったと確認しておりま
す。家庭用水道を使いバケツリレー・消
火器などを使い、いち速い消火活動に
協力頂き誠にありがとうございました。
おかげさまで被害は最小限におさめら
れた事に対し感謝を申し上げます。
　地域の皆様方においては、団活動に
あたり団員不足や会社勤めの団員も多
くスムーズな活動ができなかったので

はと、考える方もいらっしゃったので
はと思います。しかし消防団では、会
社勤めの団員も現場に急行し、後日に
ついても火災現場の処理活動に汗を流
している団員が何人もいたという事を
分かって頂ければ幸いです。
　なお、防災訓練は、23年11月に古
渡地区で行う予定です。またその時に
は、地域住民の御支援、御協力、および
参加をお願い申し上げます。
　これからも地域住民の安心安全のた
め消防団活動に努めて行きたいと考え
ております。

▲第 3方面隊本部員と各分団長

編集後記　
▽公共交通（市内バス）がスタートしました。さびしかった時刻表も記入してある文字が増えた
り、今までなかった場所に真新しいバス停の標識ができ、なぜかうれしい気分です。（i）　▽これ
から徐々に寒くなってきます。朝晩の気温差もありますので、体調管理は充分に行ってくださ
い。（栗）

防災・おぶ・稲敷　　稲敷市消防団 第3方面隊　　本部員5名・分団員314名


